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第40回全国都市緑化仙台フェア
実行委員会会長

仙台市長
郡　和子

　「全国都市緑化仙台フェア」は、1983年に開催

された第1回大阪フェアから数え40回目の節目

となるフェアとなりました。今回は、青葉山と広

瀬川に囲まれた地に新設された青葉山公園追廻

地区を中心とした「メイン会場」、市内中心部の

「まちなかエリア会場」、震災の記憶の継承とみど

りの復興を発信する「東部エリア会場」など、仙

台市内のさまざまな緑の拠点において開幕いた

しました。それぞれの会場において、市民の皆様

に、新たな緑のあり方、緑の楽しみ方を体感いた

だけたことと思います。

　さて、「杜の都・仙台」は、伊達政宗公による緑

あふれる計画的なまちづくりを礎に、戦後の復興

においても、青葉通、定禅寺通の街路樹整備をはじめとした、全国有数の緑豊かなまちづく

りを進めてこられました。それらは、権力者や為政者、行政が主導する、言わばトップダウン

型の緑であったと言えようかと思います。

　一方、今回のフェアで最も印象的だったもののひとつが、技術の粋を集めて出展された庭

園やコンテナガーデン、ハンギングバスケットなど、市民や団体、企業の皆様による、大変レ

ベルの高い作品が一堂に会したことです。

　私は、そうしたすばらしい作品の数々を拝見しながら、以前どこかで見た景色に似ているな

と思いを巡らせたところ、それはドイツやオーストリアで見たクラインガルテンでした。

　クラインガルテンは、ドイツやオーストリアの都市に暮らす市民の皆さんが、それぞれに工

夫を凝らした、文字通り、美しい小さな庭の集合体、すなわちボトムアップ型の都市の緑の代

表です。

　今回のフェアは、これまでのトップダウン型の緑に加え、市民や団体、企業の皆様によるボ

トムアップ型の緑の大きな可能性を確認する、絶好の機会となったのではないでしょうか。こ

うしたトップダウン型の緑とボトムアップ型の緑のタイアップこそが、新たな「百年の杜づく

り」のあるべき姿なのではないかと考えております。

　このような新しい緑の整備・保全のあり方が、仙台を模範としつつ、広く全国に普及してい

くことを祈念するとともに、本フェアの準備段階よりご参加いただいた皆様、

実行委員会の皆様、並びに多くの関係者の皆様のご協力に対し

心より感謝を申し上げます。誠にありがとうございました。

　第40回全国都市緑化仙台フェア「未来の杜せ

んだい2023」は、「杜の都から始まる未来、みど

りを舞台に人が輝く」のテーマのもと、本市のみ

どり豊かな自然環境の素晴らしさや、花とみどり

に囲まれ、自然の恵みを生かしながら暮らす新

たなライフスタイルを、「杜の都」から広く国内外

に発信することを目指し、開催いたしました。

　4月26日から6月18日までの54日間、多くの

方々のご尽力により、フェア会場の庭園や花壇

は美しいまま保たれ、そして楽しく安全で快適

な会場運営を実現することができ、約115万人

の皆様にご来場いただきました。

　メイン会場の青葉山公園では、大花壇「はな

ばた飾り」や、「杜のリビングガーデン」、造園企業や団体、自治体の皆様による出展庭園、

ハンギングバスケットやコンテナガーデンなど、鮮やかな花とみどりが、会場を訪れた皆様

をお迎えいたしました。

　まちなかエリア会場では、ケヤキ並木の新緑に加えまして、季節の花々が街並みを彩り、

新たな憩いと賑わいを創り出しました。

　東部エリア会場では、足をお運びいただいた方々に復興が進み活力が戻った姿をご覧い

ただきましたほか、東日本大震災の記憶の継承、そして被災したみどりの復興についても改

めて発信することができました。

　市内各所に設けられた連携会場におきましても、各会場と一体となって、仙台のまち全体

をフェアとして盛り上げていただきました。

　また、仙台フェアの中心的行事として、佳子内親王殿下のご臨席のもと開催いたしました

「令和５年度全国都市緑化祭」では、記念植樹のお手植えを賜り、今後のますますの都市緑

化推進にあたり、大きな励みとなりました。

　仙台フェアの開催を通じ、私自身も花やみどりに囲まれた暮らしの素晴らしさを実感する

とともに、先人より受け継いできた仙台の自然の豊かさを改めて認識いたしました。今後も

「杜の都の環境をつくる条例」のもと、市民の皆様とともに「百年の杜づくり」を次世代へと

つなげ、未来へと歩みを進めてまいります。

　結びに、第40回全国都市緑化仙台フェア「未来の杜せんだい2023」の開催にあたり、実行

委員会の皆様をはじめ、お力添えを賜りました全ての皆様に、厚く御礼申し上げます。

ごあいさつ

第40回全国都市緑化仙台フェア
実行委員会副会長

公益財団法人都市緑化機構理事長
横張　真
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実行委員会会長　仙台市長　郡 和子 実行委員会顧問　宮城県知事　村井 嘉浩氏
76

聖ウルスラ学院英智高等学校吹奏楽部によるパフォーマンス
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テープカット

ウェルカムセレモニー 令和5年4月26日（水）

内覧会 令和5年4月20日（木）

主催者挨拶

オープニングアトラクション

来場者お出迎え

来賓祝辞
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公式テーマ曲「feel the green」を披露する秩父 英里氏とスペシャルバンド
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開会式 令和5年4月26日（水）

仙台育英学園高等学校書道部によるパフォーマンス

国土交通省大臣官房審議官　五十嵐 康之氏 宮城県副知事　池田 敬之氏 仙台市議会議長　赤間 次彦氏

実行委員会副会長
公益財団法人都市緑化機構理事長　横張 真氏

実行委員会会長　仙台市長　郡 和子

主催者挨拶

オープニングアトラクション

歓迎アトラクション

来賓祝辞

開会宣言
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佳子内親王殿下 「伊達の舞」による仙台すずめ踊り
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仙台市長　郡 和子 国土交通大臣政務官　古川 康氏　

仙台市立上杉山通小学校 児童6名

公益財団法人都市緑化機構会長　矢野 龍氏

宮城県知事　村井 嘉浩氏

令和5年度全国都市緑化祭 令和5年5月24日（水）

おことば

都市緑化宣言

庭園出展コンテスト受賞者表彰

メイン会場御視察 記念植樹

みどりの社会貢献賞受賞者表彰 閉会宣言

開会宣言 主催者挨拶

歓迎アトラクション
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川崎市長　福田 紀彦氏
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実行委員会会長　仙台市長　郡 和子

長袋の田植踊保存会による秋保の田植踊

国土交通省大臣官房審議官　五十嵐 康之氏 宮城県副知事　池田 敬之氏 実行委員会副会長
公益財団法人都市緑化機構理事長　横張 真氏

閉会式 令和5年6月18日（日）

オープニングアトラクション

主催者挨拶 来賓祝辞
次期開催地挨拶

フェア旗引継式

庭園出展コンテスト表彰式 ハンギングバスケット・コンテナガーデンコンテスト表彰式

閉会宣言
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